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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度、そのアプリケーションを選定するにあたり、私たちはまずシステムとサービスの多様化に注目しました。
最近は、従来のパソコンもネットブックのように小型軽量化しています。
また、スマートフォンなど、携帯端末の技術や普及には目覚ましいものがあります。

その上、それらに提供されるサービスも、インターネットを通じた情報のやり取りにとどまりません。
アプリケーションや環境そのものを提供するクラウドサービスもあります。
システムとサービスの多様化はとどまるところを知りません。

こういう状況の中で、システムごと、サービスごと、あるいは使用するシーンごとに
ソフトウェアが作成され、提供されるとしたらどうでしょうか。
ユーザーも開発者も、それぞれのアプリケーションに対応しなければなりません。
非効率ですし、たいへんです。
そこで、それぞれに共通して使用できるソフトウェア技術はないか？
我々は、まずそこに着目しました。

そして、メールや電子ブックなどのような「文書」というものを、システムやサービスに共有される
コンテンツの代表的存在として位置づけ、
さらに、携帯端末をタイムリーな情報収集ツールとして位置づけました。

そのうえで、パソコン、Webサーバ、携帯端末に共通して文書作成・管理サービスを構築できる
基盤ソフトウェア
Ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　Ｗｅｂ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ
「ＤｏＷＭＳ」を考え、

本年度は、その開発を実践することにより、「再利用可能な共通ソフトウェア技術」の
研究開発を行っていくことといたしました。
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